
      お知らせ        平成２７年８月２０日 

                                                      秩 父 市 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー                                                       

電話 ２２－４４５４（福祉女性会館内） 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まだまだ、熱い日が続きます。水分を十分補給し、体調管理に心がけましょう! 

 

９月６日（日）はシルバーまつり!! 

今回もちびっこが楽しめる催しが盛り沢山 

お孫さんと一緒に出かけてみませんか・・・ 

☆詳細は同封の別紙をご覧ください。 

バザー開催について 

☆バザー用品の提供にご協力ください。 

  受付期間 9月 3日（木）まで 

        土・日を除く午前 10時～午後3時 

 提供場所 各事務所 

 

会員手帳のお知らせ 

 全国シルバーセンター発行の２０１６年版会員手帳の予約受付が始まりました。今年も 

購入希望の方に頒布しますので、９月 10日（木）までに申し込んでください。 

１冊３００円となります。 

期限以降の申込みについては、送料実費が加算される場合があります。 

特徴 

・文字が大きく見やすい。 

・月別カレンダーにメモ欄と備忘録を新設、見やすく、使いやすい。 

・体験等記録欄を新設 

①ヒヤリハット体験等を記録することで、安全に対する反省と意識向上が期待できる。 

②ボランティア活動、サークル活動、技能講習受講等の記録ができる。 

 

 

 年会費未納の方へ 

平成２７年度会費を未納の方は、事務局まで 

納入をお願いします。 

  年会費 ４，８００円 

    （シルバー保険負担分を含む） 

  ☆親睦会だより☆ 

〇秋の日帰り旅行 ＜申し込み受付中＞ 

1 場  所 

  川崎市  味の素工場見学 

  三浦市  まぐろ料理専門店 

  鎌倉市  鶴岡八幡宮 

2 日  時 １０月７日（水）午前６時 30分

福祉女性会館出発 

3 参加費  ８，０００円 

4定  員  ４０名 

 ※先着順ですのでお早めに申込みください。 

 

 

 

 



 <<事務局長報告>> 

 去る７月 28 日に埼玉県シルバー人材センター連合主催による新任事務局長研修に参加して参りました。

内容は、①シルバー人材センターの概要と事務局長の役割、②シルバー人材センターの運営についての２

点を学びました。①は、いきいき埼玉高齢者就業促進部長さんによる講演、②は、日高市シルバーセンター

事務局長さんによる先進センター事例の報告でした。①の中では同連合の平成 26年度の事業概要と県内

事故発生状況についてお知らがありましたのでご紹介します。 

 

① いきいき埼玉高齢者就業促進部長講演から 

〇 埼玉県シルバー人材センター連合の概要（平成 27年 3月末） 

  ・活動拠点数 61団体（ＳＣ60団体、高齢者事業団１団体） 

  ・ＳＣ会員数          47,226人（前年同月増減比 －1.1％）  

  ・就業延人員       4,937,962人 (前年同月増減比    0.4％) 

    ・受注件数            156,302件 (前年同月増減比    3.1％) 

    ・契約金額     20,695,746,247円 (前年同月増減比    1.6％)    

          

 これに対して、秩父市シルバー人材センターの平成 26年度の年間実績としては、 

   ・就業延人数        82,757人（対前年増減比       0.1％） 

   ・受注件数           3,414件（対前年比増減比     8.9％） 

   ・契約金額       376,819,040円（対前年増減比     2.8％） 

※わかったこと 県の概要とは比較時点は異なるものの、当センターの実績は着実に伸張している。 

        課題は会員数の拡大と就業機会の開拓 

 

〇 平成成２６年度 県内事故発生状況 

 1 重篤事故件数 2件 

   事故の状況  

   ・植木剪定作業中、脚立から転落し、刈込みバサミが左大腿部に刺さった。 

   ・植木剪定作業中、脚立から転落し、頭部を打撲した。 

 ２ 1か月以上６か月未満の入院事故 5件 

     ・訪問介護就業中、ベランダから室内に入った際、床に敷いたマットで足を滑らせ転倒した。 

   ・就業作業から別棟作業所に移動した時、前日降った雪が凍った所を歩いたため、足を滑らせ

転倒した。 

      ・植木剪定作業中、２メートル付近から落下した。 

   ・遊漁券を販売するために釣り人のいる湖畔に向かう途中、足場が前日からの雨で濡れていた

ため滑り、湖に滑落した。 

   ・自転車で帰宅途中、交差点を横断しようとしていたところ、走行してきた車と接触し転倒し    

      た。 

※分析 以上７件のうち、６件が就業中、1件が就業途上の事故である。就業中６件のうち3件が植木剪定 

   中の転落事故である。3件が足を滑らせたことによる転倒。就業途上の 1件は自転車による交通事 

故。2件は重篤事故で死亡に至ったもの。 

 

② 日高市シルバー人材センター事務局長事例報告から（テーマ 5項目） 

(ア)会員の確保 (イ)就業機会の確保 (ウ)安全適正就業 (エ)派遣事業 (オ)行政との関わり 

※気になったこと サマータイム→苦情が出ないことを条件に早出就業制度（夏期・午前中終了）の検討 

        トイレ問題→特に女性会員を意識して公共トイレのほかコンビニ等を調査し、トイレマッ 

プを作成  

 

※研修を受講して 事業概要については単に数値的比較により、拙速に論じることは難しいとは思いますが 

今後とも会員の皆様の安全第一かつ働き易い環境整備について提案していきたいと考 

えております。よろしくお願いします。 


